
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60,000 

富国 花子 個人医療 120,000 

保険料控除申告書の記入方法について 

●②欄と③欄の大きい方の金額を○イ欄に記入する 

それぞれ同じ手順を繰り返し、区分ごとに記入する。 

次の   ～   に従ってご記入ください。 １ ５ 

申告書の記入手順 

＜一般の生命保険料欄の番号を例として記載しています。＞ 

○当社ホームページに保険料控除額が簡単に計算できるツールもありますので、 

是非ご活用ください。 

本人  

～  に従って、 １ ５ 

 一般の生命保険料  介護医療保険料   個人年金保険料  

●○イ○ロ○ハの金額を合計して記入する(最高 120,000円) 
６ 

区分ごとの保険料控除を合計して記入する 

「新旧区分」、「申告額」を転記する。 

支払った保険料を記入する 

１ 

２ 

「保険会社名」、「保険種類」、「保険期間(または年金支払期間)」、    
「契約者氏名」、「受取人氏名」を転記し、「続柄」を記入する。 

契約の基本情報を記入する 

●Ａ欄の金額を計算式Ⅰ(新保険料等用) で計算し、 

保険料控除額を計算して記入する 

①欄へ記入する(最高 40,000円) ４ 
●Ｂ欄の金額を計算式Ⅱ(旧保険料等用) で計算し、 

②欄へ記入する(最高 50,000円) 

●①欄と②欄の合計を③欄に記入する(最高 40,000円) 

最終的な保険料控除額を記入する 

５ 
●②欄と③欄の大きい方の金額を○イ欄に記入する 

３ 
保険料を「新旧区分」ごとに合計して記入する 

●「旧制度」の金額を合計し、Ｂ欄へ記入する 

●「新制度」の金額を合計し、Ａ欄へ記入する 

を記入する。 ６

i

n

o 

１ 

申告書（記入例） 

２ 

３ ４ ５ 

富国生命 10 富国 太郎 妻 

120,000 40,000 40,000 

個人医療 10 富国 太郎 富国 花子 妻 

100,000 確定年金 10 富国 太郎 
富国 太郎 

Ｒ7  2 23 

100,000 50,000 

40,000 

50,000 

40,000 

120,000 

富国生命 

富国生命 

35,000 60,000 

６ 

※左の例はハガキで受け取られた 

場合のイメージです。 

ご契約を複数お持ちの場合には 
イメージが異なります。 

欄へ、 ※ 一般生命申告額 は 一般の生命保険料  

介護医療申告額 は 介護医療保険料  欄へ、 

個人年金申告額 は 個人年金保険料  欄へ、それぞれ転記する。 

※「介護医療保険料」は、「新制度」のみのため、「新旧区分」の記入は不要 

です。 
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100,000 円⇒最高 50,000円 

【計算式Ⅱ（旧保険料等用）】 

 60,000×1/4+20,000＝35,000円 

【計算式Ⅰ（新保険料等用）】 

 
120,000 円⇒最高 40,000円 

【計算式Ⅰ（新保険料等用）】 
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